
 

１. 募集人員 

 

 工芸科学部 

学 域 課 程 

募 集 人 員 

一般 

プログラム 

地域創生 

Tech Program 

応 用 生 物 学 域 応 用 生 物 学 課 程 １０ １２ 

物質・材料科学域 応 用 化 学 課 程 ３８ １ 

設 計 工 学 域 

電子システム工学課程 １０ １２ 

情 報 工 学 課 程 ７ １ 

機 械 工 学 課 程 １５ １ 

デザイン科学域 デザイン・建築学課程 １０ ２ 

合   計 ９０ ７９ 

 
 
 注１ 選抜の結果によっては、合格者数が募集人員に満たない場合があります。 
 
 注２ 出願書類受理後は、志望課程や志望プログラムの変更はできません。 
    なお、本学入学後、地域創生 Tech Program から同一課程の一般プログラムに３

年次編入学することはできません。 
 

 注３ 工芸科学部全体の募集人員及び募集人員の取り扱いについては、別紙「令和６年

度工芸科学部１年次学生募集人員」をご確認ください。 
 

 



 

 

令和６年度工芸科学部１年次学生募集人員 

 

注１．一般選抜前期日程では、第１志望で地域創生 Tech Program を選択した志願者は、同一課程に限り、第２ 

志望に一般プログラムを選択することが可能です。 

 

注２．募集人員の取り扱いは次のとおりとします。 

①一般プログラムのダビンチ入試（総合型選抜）の入学手続者数が募集人員に満たない場合は、その欠員を

一般プログラムの一般選抜前期日程に加えます。 

②私費外国人留学生の募集人員（若干名）は、一般選抜前期日程の募集人員に含まれます。 

③地域創生 Tech Program のダビンチ入試（総合型選抜）では、デザイン・建築学課程を除き、一般と地域合

わせて募集します。また、社会人の募集人員（若干名）は、地域創生 Tech Program の各課程の募集人員に

含まれます。 

④地域創生 Tech Program のダビンチ入試（総合型選抜）のデザイン・建築学課程で募集する一般（又は地

域）の合格者数が募集人員に満たない場合は、その欠員を地域（又は一般）に加えます。 

⑤地域創生 Tech Program のダビンチ入試（総合型選抜）の入学手続者数が募集人員に満たない場合、その

欠員は地域創生 Tech Program の学校推薦型選抜に含めます。 

 さらに、地域創生 Tech Program の学校推薦型選抜の入学手続者数が募集人員に満たない場合、その欠員

は地域創生 Tech Program の一般選抜前期日程の募集人員（若干名）に含めます。 

⑥地域創生 Tech Program の入学手続者数（一般選抜（前期日程）においては合格者数）が募集人員に満た

ない場合は、その欠員を一般プログラムの一般選抜前期日程に加えます。 

 

注３．ダビンチ入試（総合型選抜）で不合格となった人は、本学を含む国公立大学・学部の学校推薦型選抜及び

一般選抜に出願ができます｡ 

 

注４．学校推薦型選抜の合格発表前に、本学を含む国公立大学・学部の一般選抜に出願できますが、学校推薦型

選抜に合格した場合には、一般選抜を受験しても合格対象者になりません。 

特別

入試

一般

選抜

50 48 22 10 5 1 10 若干名 2 若干名 若干名 1

169 166 95 24 6 3 38 若干名 3 若干名 若干名 1

61 58 34 10 3 1 10 若干名 3 若干名 若干名 1

61 58 30 15 5 1 7 若干名 3 若干名 若干名 1

86 83 48 15 4 1 15 若干名 3 若干名 若干名 1

156 148 105 － 30 3 10 若干名 8 若干名 4 2 若干名 2

583 561 334 74 53 10 90 ー 22 ― 7合計 合わせて15

応用生物学課程 1

応用化学課程 2

電子システム工学課程 2

情報工学課程 2

機械工学課程 2

デザイン・建築学課程

後期

日程
一般

グロー

バル

私費

外国人

留学生

前期

日程

課程 合計

一般プログラム 地域創生Tech Program

小計

一般選抜
ダビンチ入試

（総合型選抜） 学校

推薦型

選抜

小計

ダビンチ入試

（総合型選抜）

社会人地域一般

学校

推薦型

選抜
前期

日程

別 
紙 
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※表に記載の人数は、
 　当初の募集人員です



